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I  はじめに

　筆者らは，これまでカナダ・ブリティッシュコロ

ンビア州における農村空間の商品化の特性について

明らかにしてきた。すでに報告されたローワーメイ

ンランド（田林ほか，2016，仁平ほか，2016）で

は大都市圏に近接した条件を活かしたファーマーズ

マーケットの展開，オカナガン（矢ケ﨑，2016）や

バンクーバー島（菊地ほか，2016；兼子ほか，2016）

の事例では，カナダの中でも温暖な自然条件を活か

した特徴のある農業生産と観光の結びつきが明らか

にされた。上記のブリティッシュコロンビア州の事

例は，カナダにあっても大都市の近郊に位置し，恵

まれた自然条件を活かして農村空間を変容させてい

た。しかし，大消費地から遠隔に位置し，自然条件

も厳しい地域はブリティッシュコロンビア州の多く

の部分を占める。特にブリティッシュコロンビア州

の中でも，高緯度地方はその気候条件から耕作期間

が限定されるため多様な農業が展開されにくく，そ

れをそのまま観光に活かす活動は起こりにくい。ブ

リティッシュコロンビア州における農業地域を類型

化した図 1 によると，本研究で対象地域とするピー

スリバー地域は類型Ⅶに分類され，穀物および飼料

用作物の栽培と大規模農業，機械化，借地農業によっ

て特徴づけられる。広大な土地を有するものの，穀

物栽培に限定される生産性の高いとは言えない農業

地域では，どのように農村空間は商品化されるので

あろうか。

　本報告はそうした地域の事例として，ブリティッ

シュコロンビア州のピースリバー地域（Peace River

Regional District，以下 PRRD，図 2）を対象に，その

農村空間の商品化の特徴を明らかにする。Ⅱ章では，

PRRD の自然条件と人文条件の概要を説明し，Ⅲ章で

は地域の農業の特徴と天然資源開発について述べる。
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要旨

　これまでの研究では，カナダ・ブリティッシュコロンビア州の中でも温暖な自然条件を活かした特徴のある

農業生産と観光の結びつきが検討され，カナダにあっても大都市の近郊に位置し，恵まれた自然条件を活かし

た農村空間の変容が明らかにされてきた。しかし，大消費地から遠隔に位置し，自然条件も厳しい地域はブリ

ティッシュコロンビア州の多くの部分を占める。特にブリティッシュコロンビア州の中でも，高緯度地方はそ

の気候条件から耕作期間が限定されるため多様な農業が展開されにくく，それをそのまま観光に活かす活動は

起こりにくい。本報告はそうした地域の事例として，ブリティッシュコロンビア州のピースリバー地域（PRRD）

を対象に，その自然条件と人文条件を踏まえた上で，地域の農業と天然資源開発の特徴を明らかにするととも

に，農村空間の観光化への取り組みとして，世界ジオパークとチェーンソーカービングの取り組み事例を紹介

することで，当地における農村空間の商品化の特徴を明らかにした。
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図１　ブリティッシュコロンビア州における農業地域の類型（2011 年）
（仁平（2018）より引用）

図１　ブリティッシュコロンビア州における農業地域
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　PRRD における農村空間の観光化への取り組みと

して，ロッキー山脈への近接性を活かしたウイン

ターアクティビティ，アラスカハイウェーの 0 マイ

ルポイントという歴史性を活かした観光（まちづく

り），水資源開発でできたダムの教育観光などがある

が，Ⅳ章ではタンブラーリッジの世界ジオパークと

チェットウィンドのチェーンソーカービングの取り

組み事例を紹介する。

　現地調査は 2017 年 6 月に実施し，BC Ministry 

of Agriculture の担当者，Peace River Regional 

District のジェネラルマネージャーに対して，地区

の農業構造に関する聞き取り調査を行った。タンブ

ラーリッジとチェットウィンドの取り組みに関して，

前者は事務局担当者への聞き取り，後者は現地で資

料収集を行うとともに，チェーンソーカービングの

国際大会とチェーンソーカービングの景観を観察し

た。

Ⅱ  PRRD の自然条件と人文条件

　１．PRRD の自然条件

　カナダ南西端の太平洋側に位置するブリティッ

シュコロンビア州の面積は 94 万㎢であり，カナダ

ではケベック州とオンタリオ州に次いで第 3 位であ

るが，日本の約 2.5 倍の広さである。2016 年のセン

サスによると人口は 464 万人であり，これもオンタ

リオ州とケベック州に次いで第 3 位である。2001 年

からの人口増加率は 19.8％に達し，カナダではアル

バータ州とともに最も急速に発展している地域であ

る。景観的に優れ，自然条件も人文条件も多様である。

太平洋岸から内陸に向かうにつれて，海岸山脈から

内陸大地，そしてコロンビア山脈やコルジレラ山系

に至る大パノラマが展開している（Wood，2001）。全

体に山がちで，気候条件に恵まれた地域は限られて

いる。農地は分散し，その面積は限られている。全

体の 3％が農地にすぎず，何らかの農業的に利用可

能な土地を含めても 30％に過ぎない。

　PRRD はそうしたブリティッシュコロンビア州の北

東部に位置し，面積は約 12 万㎢でブリティッシュコ

ロンビア州全体の 13% を占める。西側にはロッキー

山脈が連なり，地域の東部は緩やかな傾斜地となり

アルバータ州の大平原へと続く。気候は大陸性気候

で，年間平均降水量は 350 ～ 500mm である。冷涼な

気候で，無霜期間は100～110日（5月後半～9月前半）

である。地域の名称の由来となったピースリバーは，

ロッキー山脈に端を発し，ハドソンズホープにある

W.A.C. ベネットダムを経由して，地域を東流してア

ルバータ州へと続く。このピースリバー両岸の標高

の低い地域が，農業適地となっている。

　当地の農業に関係する気候条件について，地区の

中心都市であるフォートセント・ジョンとバンクー

バーの月別降水量，月平均気温を比較したのが図 3

である。高緯度であるので，特に冬期間の気温は著

しく低い一方で，夏季の気温はバンクーバーと大き

な差はない。降水量は冬期間に少なく，夏に増加す

るが年間を通じて小雨である。このように冬期間の

冷え込みは厳しいが，ミクロスケールでみると，ピー

スリバー沿いの標高の低い地域は周辺と比べて生育

期間の気温が 2 ～ 3℃高く，無霜期間も 3 ～ 6 週間

長いため，PRRD の中では農業適地となっている。

0 100km

アラスカハイウェー

0 300km バンクーバー
ビクトリア

ブリティッシュ
コロンビア州

ピースリバー地域（PRRD）
フォート
セント・
ジョン

ドーソン
クリーク
ドーソン
クリーク

タンブラー
リッジ

チェット
ウィンド

W.A.C. ベネット・ダム

右図右図

図２　研究対象地域

0

50

100

150

200

250
（mm）

-15

-10

-5

0

5

10

15

20
（℃）

Jan Feb

フォートセント・ジョン降水量
フォートセント・ジョン月平均気温

Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec

バンクーバー降水量
バンクーバー月平均気温

図３　フォートセント・ジョンとバンクーバーにおける月別降水量と月平均気温
（The Weather Network により作成）

図２　研究対象地域

図３　フォートセント・ジョンとバンクーバーにおける　
　　　月別降水量と月平均気温
　　　（The Weather Network により作成）
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　　２．PRRD の人文条件

　ピースリバー地域では 1 万年以上前から人間の居

住が認められ，いくつかの First Nations はロッキー

山脈から，徐々に動物や季節ごとの植物の成長を追っ

てアルバータの平野へ移動し，ベリーや通年植物を

育てるようになった。今日でもFirst Nationsの人々

は，伝統的な狩りや捕獲，漁獲などを続けている。

当地における最初のヨーロッパ人入植者は，ノース

ウェスト・ファーカンパニーのアレキサンダー・マッ

ケンジーで，彼は 1792 年にアルバータ州のフォー

ト・チップワイヤンから太平洋側へ出る際に，ピー

スリバーに沿ってロッキー山脈を越えた。この行程

によりピースリバー沿いに毛皮貿易が拡大し，ブ

リティッシュコロンビア州で最初の入植地である

Rocky Mountain Fort がピースリバー沿い（現，テ

イラー付近）に作られた。この後，毛皮貿易を通じて，

ピースリバー沿いに交易所が作られ，1805 年に作ら

れたフォートセント・ジョンもその一つである。

　広大な面積を持つ地域であるが，人口分布は希薄

である。ただし，1996 年の 56,477 から 2016 年の

62,786 と地区全体の人口は増加している。都市（行

政市）はフォートセント・ジョン（20,155 人）とドー

ソンクリーク（12,178 人）の二つであり，その他タ

ンブラーリッジ，チェットウィンド，テイラー，ハ

ドソンズホープ，ポス・クーペといった人口 2 千人

前後の小地区や小村から構成される。地域の産業は，

農業，観光，製造業に加えて，石油採掘や水力発電

といったエネルギー産業，林業である。

　PRRD は 20 世紀初頭まで開発が遅れていた地域で，

基本的に東側のアルバータ州からの農業地域拡大の

延長線上にあった（Forward，1987）。アルバータ州

では，1916 年に中心都市のエドモントンから西のグ

ランドプレーリーへ鉄道が開通していたが，PRRD の

ドーソンクリークへの開通は 1931 年であった。しか

し，プリンス・ジョージと PRRD の間に鉄道や高速道

路の開通させるブリティッシュコロンビア州政府の

1950 年代の交通政策によって，PRRD はアルバータ州

から切り離されるようになった。

　後述するように，1950 年代からの天然資源の開発

により，PRRD は農業や林業に依存した単一的な経済

から現在の多様性のある経済へと移行しつつある。

特に観光業の発展が重要であることが指摘されてい

る。ボート・ラフティング，野生生物観察に加えて，

スノーモービルやクロスカントリー，スノーシュー，

犬ぞりレースなどのウィンターアクティビティと

いったエコツーリズムが盛んである（McGillivray，

2011）。

Ⅲ　地域の農業と天然資源

　１．PRRD の農業生産の特徴

　PRRD における農業の歴史について，この地域に

おける最初の農業入植者はフランス系カナダ人の

Hector Tremblay で，1889 年にポス・クーペに入植

し 4 ヘクタールの土地で穀物や飼料を生産したとい

う。1907 年から 1912 年にかけて連邦政府は「ピー

スリバーブロック」を開発し，新規農業者がこれら

の肥沃な土地に入植した（Peace River Regional 

District，2014）。

　PRRD は選挙区の理事会から推薦される地区委員会

によって，地域農業計画を策定している。同計画は，

中心保全農地（ALR）内外の農業活動を振興するよう

に地区を導くことを目的としている。ブリティッシュ

コロンビア州における ALR は約 462 万ヘクタールで

あるが，PRRD における ALR はそのうちの 27％を占め

る。

　大都市の市場から遠隔に位置し，厳しい自然条件

にもかかわらず，PRRD において農業は最も重要な産

業である。地域の農業はピースリバー両岸に沿った

肥沃な土壌を持つ地域の ALR において展開し，これ

らは人口分布地域とほぼ合致している。2011 年の農

業センサスによると，PRRD の農地面積は 823,498 ヘ

クタールで PRRD の ALR の 64％である。PRRD の農地

面積は 1991 年から 2006 年にかけて徐々に増加して

きたが，2011 年には 2006 年から約 7％減少した。牧
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図４　PRRDにおける農家数と 1戸あたりの農地面積
（Statistics Canada Census of Agriculture により作成）

図４　PRRD における農家数と 1戸あたりの農地面積　　　
（Statistics Canada Census of Agriculture により作成）
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草地が面積として大きいが，それらは ALR の外側に

分布している。大量の土地が将来農業生産にさらに

利用可能である。

　PRRDにおける 2016 年の農家数は 1,335 で 1990 年

代以降は漸減傾向にあるが，1 農家あたりの耕地面積

は増加している（図 4）。この PRRD の農家規模は，ブ

リティッシュコロンビア州の約 4倍と大規模である。

　主要作物はコムギ，エンバク，オオムギ，アルファ

ルファ，他の飼料用作物，キャノーラ，保存用種

子で（図 5），これら 7 品目で PRRD の穀物生産面積

の 98％を占める。特にアルファルファの栽培面積が

1991 年から 2011 年にかけて急増している。それに

対して，他の飼料用作物の栽培面積が減少している。

アルファルファは飼料価値の高い多用途の作物であ

るため，近年ではより選択されるようになっている。

他の 5 品目について，市場の状況に応じて，その栽

培面積は年ごとに増減を繰り返している。

　2011 年の PRRD における野菜生産農家は，わず

か 16 である。生育期間が短く早霜の恐れがあるた

め，この地域の農家にとって野菜生産は困難であり，

ファーマーズマーケットの開催も盛んではない。し

かし近年の気候変動による温暖化により，将来的に

はこの地域において野菜生産が増加するであろうと

予想されている。一方で，当地域は長い晴天日と夕

方に冷涼になる気候のために，種子生産にとって適

地となっている。

　畜産について目を向けると，PRRD の肉牛の飼育数

はブリティッシュコロンビア州の約 23％を占める

が，2006 年には 14.6 万頭まで増加を続けたものの，

2011 年には大きく減少し約 10 万頭になった。他の

畜産として，鶏，羊，子羊，馬，バイソン，養蜂が

ある。養蜂が減少傾向にあるが，ハチミツ生産だけ

でなく作物の受粉にも重要であるので，この減少は

地域の農業にとっても大きな問題である。

　総農業収入について，PRRD 全体では一貫して増加

傾向にあり，1991 年の 8 千万ドル（1 カナダドル＝

82.5 円：2018 年 6 月現在）から 2011 年には 1 億 4

千万ドルになった。農業経営者の年齢をみると，35

歳未満の若手経営者は年々減少傾向にあり，55 歳以

上の高齢経営者の割合が増加している。この農業経

営者の高齢化はブリティッシュコロンビア州全体と

同じ傾向にあり，平均年齢は州が 55.7 歳，PRRD が

54.6 歳である。

　農地所有についてみると，2011 年において PRRD

における 54％の農地が自己所有であり，その割合に

大きな変化はない。農外労働についてみると，PRRD

の農家は大規模であるにも関わらず，農外労働の割

合が高い。農外労働の割合は，ブリティッシュコロ

ンビア州全体で 52％であるのに対して，PRRD では

59％に達する。PRRD の農家の 23％が週に 40 時間以

上の農外労働に従事している。PRRD においては，石

油や天然ガスなど天然資源開発が盛んであり，農外

労働において所得の高い仕事を確保できるためであ

る。

　ピースリバー沿いのテイラーにおける大規模穀物

農家の事例を挙げると，穀物生産者である A 農家は，

1983 年より就農を開始し，現在の経営耕地面積は

4,000 エーカーで，そのうちの 3,040 エーカーが自

エンバクエンバク

オオムギオオムギ

アルファルファ

他の飼料用作物他の飼料用作物

キャノーラキャノーラ

保存用種子

コムギコムギ

図５　PRRDにおける作物別農地面積の割合（2011 年）
（PRRD Regional agricultural plan draft background report により作成）

図５　PRRD における作物別農地面積の割合（2011 年）　　　
（PRRD Regional agricultural plan draft background report

により作成）

写真１ テイラーにおける大規模農家での聞き取り調査　　　
　　　 （2017 年 6 月兼子撮影）
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作地で残りが借地である。栽培作物は小麦とオート

麦，大麦，キャノーラ，豆類，牧草の種である。300 

～ 400 馬力の 2 台のハーベスターを所有している。

労働力としては，経営主夫婦と息子（26 歳），1 人の

周年雇用者がおり，収穫時にはさらに 3 人を臨時に

雇用して，全部で 7人で作業をする（写真 1）。

　２．PRRD における天然資源開発

　ブリティッシュコロンビア州の中でも開発が新し

く，その気候条件から農業開発の遅れていた PRRD で

あるが，1950 年代における PRRD での石油・天然ガ

ス資源の発見により，南部へパイプラインが引かれ

るとともに，テイラーやフォートセント・ジョンに

おいて小規模な石油精製施設が作られるようになっ

て経済的な発展を遂げた。

　PRRD の農地の至る所で目にするのは，石油の採掘

施設である（写真 2）。当地では石油や天然ガスの埋

蔵が豊富なため，前述したようにこれらへの従事が

農外労働の主要な所得源であるとともに，フォート

セント・ジョンやテイラーでは主要産業となってい

る。

　1980 年代にタンブラーリッジで 2 つの炭鉱が開発

され地域の経済成長を促したが，これはロッキー山

脈を越えて，太平洋側の港湾都市であるプリンスル

パートへの鉄道支線開通による影響が大きかった。

しかし石炭価格の下落によって，これらの炭鉱は

2003 年までに閉山された。

　水力発電も PRRD の主要産業である。ハドソンズ

ホープのピースリバー渓谷に建設された W.A.C. ベ

ネットダムは 1967 年に完成し，堤高 183m，堤頂長

2,042m の大規模アースダムである。貯水池である 

Williston Lake は面積 1,761 ㎢であり，ブリティッ

シュコロンビア州最大の貯水池である。ダムの東

側の地下にある発電所は，年間発電容量が約 130 億

kWh で，発電を開始した 1968 年には，世界最大の地

下発電所であった。

　以上のように，PRRD の農村空間においては，限定

された農業生産を補う，むしろそれを超える利益を

生み出す天然資源の開発によって，人口規模は少な

いながらも経済的発展を遂げてきた。

Ⅳ　PRRD の農村空間における観光化の事例

　PRRD では自然条件，特に気候条件の制約から多品

種の農業生産が難しい一方で，天然資源の開発によ

り経済的利益を確保してきた。近年，産業の多様化

を目指す動きが活発化しており，特に自然条件を活

かした観光への取り組みがみられる。人口規模は小

さいものの，各自治体ではそれぞれの農村空間の特

徴を転化させた観光への取り組みを行っている。ロッ

キー山脈という山岳地域との近接性を活かしたウィ

ンターアクティビティ，ドーソンクリークにおける

アラスカハイウェーの起点 0 マイルポイントという

街道の歴史性（写真 3），チェットウィンドにおける

チェーンソーカービングによるまちづくりなどがあ

る。なかでも 2014 年にタンブラーリッジが北アメリ

カで 2 番目の世界ジオパークに認定された。本章で

は，この地域の特徴的な観光を中心とする農村空間

の商品化に関する活動の実態を紹介する。

写真２　農地における石油採掘（2017 年 6 月兼子撮影） 写真３ ドーソンクリーク中心部のアラスカハイウェーの
　　　  起点となる0マイルポイント（2017 年 6 月兼子撮影）
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　１．タンブラーリッジでのジオパーク活動

　タンブラーリッジはドーソンクリークの南西約

110km，チェットウィンドの南南東約 90km に位置す

る自治体である。面積は1,558㎢，2011年人口は2,710

である。上記の両地域からの道路が合流する地点に，

自治体の中心部がある。

　第二次世界大戦以前よりこの地域への探検が行わ

れ，この地がタンブラーリッジと命名された。1950

年代と 60 年代に石油と天然ガス探鉱がこの地域で行

われるとともに，15 の重要な石炭鉱床が発見された。

1970 年代の石油価格の高騰に伴い，1981 年に石炭鉱

山が開発され，それにあわせて現在の自治体が設立

された。炭鉱の開発時には 1987 年の計画人口を 1 万

と予想しており，1991 年には 4,794 に達した。しか

しその後減少して2001年には1,932までに低下した。

石炭価格の下落に伴い，2000 年代初頭に炭鉱が閉山

されたためである。後述するジオパーク活動や低家

賃に惹かれて移住する人も増えているが，この地域

の人口増減は流動的な状態である。

　石炭採掘に依存した経済が急速に衰退する中で，
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2000 年に当地で恐竜の足跡が，2002 年には恐竜の骨

が発見され，調査が開始された。これら恐竜の存在や，

貴重な地質構造，それらを学ぶツアーや教育プログ

ラムが実施されるに至り，2014 年にタンブラーリッ

ジは北米で 2番目の世界ジオパークに認定された。

　タンブラーリッジのジオパークは，ロッキー山脈

の形成をもたらしたプレートテクトニクスを示すも

のである。山岳地帯および山麓の地質は，先カンブ

リア紀から白亜紀の範囲に及ぶ。その多くは世界的

に重要である白亜紀の恐竜の足跡，特異な特徴を有

する白亜系恐竜骨層，および三畳紀魚類および海

洋爬虫類が特に重要である。それらの魅力を伝える

Dinosaur Discovery Galleryは町の中心部に位置し，

その地質学的魅力を伝えている。タンブラーリッジ

のジオパークは，43 か所のジオサイトからなる。そ

れらのジオサイトはそれぞれ単独ではなく，ハイキ

ングコースのネットワークの中で，壮大な滝や恐竜

の足跡，登山，堆積岩，洞窟，渓谷など数多くの地

形を観察する観光の中で学ぶことができるプランが

多数用意されている。

　このタンブラーリッジの世界ジオパークの運営の

ために，運営委員会が組織されている。これら運営

委員会の委員には，地元の古生物学，地質学，考古

学の専門家も参加している。現在ではこれら運営委

員会から発展した Tumbler Ridge Global Geopark 

Society が組織され，ブリティッシュコロンビア州

の非営利団体として登録されている。2017 年現在，

運営委員会は 10 名で構成され，そのうち 6 人は女性

である。2017 年 6 月の現地調査の際に，そのうちの

一人で事務局長の女性に対して聞き取り調査を実施

した。彼女は 2007 年に，夫と考古学のコンサルティ

ングオフィスを開設し，強固な結びつきを持つアウ

トドアコミュニティを提供する場所を求めて，2007

年にタンブラーリッジに移住してきた。彼女は考古

学者であるとともに，ハイキング，ロック，アイス

クライミング，クロスカントリースキー，トライア

スロン，探検を趣味とする熱心な野外愛好家でもあ

るという。夫はジオサイトのガイドをしており，夫

婦でジオパークの活動に携わっている。

　ジオサイトは地域の中心部の南北軸に分布してい

る（図 6）。数は少ないが，西部や東部にも化石の魚

/ 海洋爬虫類および恐竜の骨や足跡の貴重なサイト

が存在している。ジオサイトはアクセスの容易さで， 

A）アクセスは容易，B）将来的にアクセス可能，C）

アクセスが難しい，D）制限付き，の 4 つに分類され

ている。

　2 ～ 3 千人規模の自治体であるにも関わらず，観

光客向けのリーフレットやホームページは充実して

おり，ビジターセンターでの案内も豊富である（写真

4）。リーフレットやホームページではレクリエーショ

ンマップが提供されているが，その中でジオサイト

の説明として，観察できる特徴（例：滝，野生生物，

地質学的に特徴的な点），ジオサイトの起点，距離と

時間，行程の容易さ（簡単，普通，難しい）に加えて，

注意すべき点（例：熊に遭遇する可能性あり，滑り

やすいなど）が記載されている。ホームページでは，

代表的なジオサイトの動画も複数提供されており，

そのダイナミックな景観を体感することができる。

　このようにタンブラーリッジは，炭鉱開発という

資源開発から町の歴史が始まったが，その歴史は短

く終わった。その後，地域の地質的条件を活かした

観光化を進める中で，世界ジオパークに認定される

ことになり，教育効果を持った観光資源の利用がな

されている。

　２．チェットウィンドにおけるチェーンソーカー　

　　　ビング

　チェットウィンドはドーソンクリークの西，ロッ

キー山脈に抜ける 97 号線と，タンブラーリッジか

らハドソンズホープへ南北に走る 29 号線との交点

にある自治体である。2016 年人口は 2,503 の小村で

ある。チェットウィンドはかつて「Little Prairie」

写真４　タンブラーリッジのジオパークにおけるトレイ　　
　　　　ルの説明板（2017 年 6 月兼子撮影）
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と呼ばれていたが，1957 年に Pacific Great Eastern

鉄道が登場したことで，鉄道担当大臣の Ralph 

Chetwynd に敬意を表して現地名に変更された。1960

年代には，W.A.C. ベネットダムの建設現場に労働者

と供給品を配達するための鉄道とトラックの積み替

え地点としての役割を果たした。ロッキー山脈の東

麓に位置し，鉄道の開通もあって林業が発達した地

域である。ダムの建設や天然ガスの採掘，南に位置

するタンブラーリッジの炭鉱開発などにより，チェッ

トウィンドは 1970 年代後半から 1980 年代初めにか

けて，さらに成長の勢いを増した。

　そのような環境において，アラスカハイウェー開

通 50 周年を記念して，チェットウィンドにおいて

チェーンソーカービング事業が開始された。チェン

ソーカービングは，鎖状の刃をエンジンもしくは

電気モーター，またはエアーの力で回転させて物を

切断するための道具であるチェーンソーを駆使し

て，木（主に丸太）から生み出された彫刻作品であ

る。1990 年 12 月 31 日に，大企業と地域社会によっ

て Welcome to Chetwynd のサイン・ディスプレイを

構成する熊の彫刻を作成した。こうした動きが継続

する中で，2005 年にチェットウィンドはブリティッ

シュコロンビア州とアメリカ合衆国から 7 人の彫刻

家を招き，チェットウィンド国際チェーンソーカー

ビングの第 1 回大会を開催した。翌 2006 年に参加し

た彫刻家の数は，北米全土から 12 人に増加した。そ

のような活動によって，毎年 6 月の第 2 週に開催さ

れるチェットウィンドの国際チェーンソーカービン

グ大会は現在，国際的な注目を集めており，彫刻家

はウェールズ，ノースウェールズ，そして日本から

も参加する（写真 5）。作品自体の精度は年々向上し

図７　チェットウィンドにおける作品出店者の国別にみたチェーンソーカービングの分布（2016年）
（チェットウィンド地区のホームページ資料より作成）
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図７　チェットウィンドにおける作品出店者の国別にみたチェーンソーカービングの分布（2016 年）
（チェットウィンド地区のホームページ資料より作成）

写真５　チェットウィンドのチェーンソーカービング大　　
　　　　会の様子（2017 年 6 月兼子撮影）
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ており，町の各所には 120 以上の作品が展示されて

いる（図 7，写真 6）。

　チェットウィンド自体はエネルギー資源の開発に

伴い，経済的には恵まれた自治体であった。しかし，

林業という主要産業をチェーンソーカービングとい

うイベントに活用して成功し，それらを町のモニュ

メントとして取り入れることにより，林業の中心地

であった空間の商品化に成功している事例と言える。

Ⅴ　PRRD における農村空間の商品化

　PRRD では第二次世界大戦後の穀物栽培や林業，資

源開発といった数少ない経済基盤から，近年では多

様性をもつ産業構造へと転換してきている。その気

候条件から，ブリティッシュコロンビア州の南部の

ように農業環境には恵まれておらず，高収益な農産

物生産や加工品販売などが期待できる野菜や果物栽

培には不適な地域である。PRRD 自体の人口規模も小

さく穀物市場は変動が激しいため，農業生産だけで

は地域の経済基盤が成り立たないが，この地域では

水力，石油，天然ガス，石炭といった天然資源が豊

富であったことから，早くから農業のみに依存しな

い産業構造が確立されてきた。天然資源の開発は，

広大な農業地域の景観にも影響を与え，W.A.C. ベ

ネット・ダムでは水力発電所の開発経緯や電力供給

の様子を見学できる施設も用意されている。山間地

域が中心となる石炭とは異なり，石油や天然ガスの

採掘は穀物などの農地の中に突然と現れる当地の特

異な農業景観を生み出している。石油や天然資源の

開発のため農地を提供したとしても，土地所有者に

とっては大きな利益にならず，むしろ農地が不規則

に分断されることによりデメリットもあるという。

しかし当地の農業者にとって，都市のプラントで働

くことによる農外収入は少なくない。

　こうした天然資源の開発による農村空間の商品化

という一面がある一方で，地域の産業の多様化を目

指すために，観光業の発展が近年 PRRD においては重

要である。その中で，炭鉱開発の歴史から生まれた

町が，その衰退の中で地質的基盤を活かし世界ジオ

パークとして活動しているタンブラーリッジの取り

組みは小規模自治体における農村空間の商品化とし

て注目されるべき事例であろう。ジオパークの認定

やその取り組みは，行政の活動への依存度が高くな

りがちでもあるが，このわずか 3 千人弱の自治体に

よる取り組みは，ボランティアを中心とする活動の

有用性を示すとともに，ジオパーク自体の魅力を観

光客に伝えている。チェットウィンドのチェーンソー

カービングの事例も，それ自体が大きな観光収入を

生み出すわけではないが，林業で発展してきた地域

の歴史的文脈から営まれるものであり，人口希薄地

域における農村空間の一側面を示すものであろう。

ブリティッシュコロンビア州において都市部に人口

集中が進む中で，PRRD のような原野の残る地での農

村空間の商品化は，州の中心地域とは大きく異なる

様相を見せるが，それらがむしろ当地域の重要な観

光要素となっている。

[付記 ]

　現地調査に際しては，BC Ministry of 

Agriculture, Regional Agrologist for the Peace 

River の Lori Vickers 氏，Peace River Regional 

District の Bruce Simard 氏，Claire Negrin 氏，

Tumbler Ridge Global Geopark の Sarah Walters 氏

をはじめ，多くの農家の皆様にお世話になった。心

から感謝申しあげます。本稿の骨子は，2018 年日本

地理学会春季学術大会（東京学芸大学）において発

表した。本報告の現地調査において，平成 26-29 年

度科学研究費補助金基盤研究 (B)「カナダにおける

農村空間の商品化による都市－農村共生システム構

築の実証的研究」（研究代表者：田林 明，課題番号：

26300032）による研究費の一部を使用した。

写真６　チェットウィンド中心部に設置されるチェーン
ソーカービングの作品（2017 年 6 月兼子撮影）
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